
 

※令和４年度以降入学生用 

 

学校番号 ４１５ 

令和４年度 家庭科 

 

教科 家庭 科目 家庭基礎 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「家庭基礎 自立・共生・創造」（東京書籍） 

副教材等 生活学 Navi 資料＋成分表 （実教出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・日常生活との関わりを認識し、家庭や地域、社会に関心を持って積極的に取り組みましょう。 

・実習を取り入れ、知識・技術を実践的・体験的に習得します。 

・授業はプリントを中心に進めますが、自分でノートを作り、授業の内容のまとめや、疑問に思っ

たところを調べて記入してもらいます。 

・初めて体験すること自信のないこともやってみましょう。また、日常生活で練習しましょう。 

・多様な考え方を知り、自分の考えを持ちましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活などに関する、「生きる力」につながる基本

的・基礎的な知識と技術を習得する。 

・家庭や地域の生活課題、自分自身の行動についての課題を見出し、その解決を目指して思考を深

めている。 

・家庭生活や社会の一員としての自覚を持ち、生活の充実向上を図るための実践的な能力と態度を

身に着けている。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

人の一生と家族・家庭、子

どもや高齢者との関わりと

福祉、衣食住、消費生活な

どに関する知識と技術を総

合的に身に付けている。ま

た、自分らしく生きるため

に目標を持ち、生活課題に

対応した意思決定を自分で

行うことの大切さを理解し

ている。また、自分の意見

をまとめる能力が身につい

ている。 

家庭生活や地域の一員とし

て、自分自身の行動について

の課題を見いだし、その解決

を目指して思考を深め、適切

に判断、工夫し創造する能力

を身に付けている。自分の人

生や生活について考えを具体

的にまとめたり、発表したり

している。 

人の一生と家族・家庭、子ど

もや高齢者との関わりと福

祉、衣食住、消費生活などに

ついて関心をもち、主体的に

取り組むとともに、実践的な

態度を身に付けている。 

家庭生活や社会の一員として

の自覚を持ち、主体的に行動

しようとしている。また、課

題解決に向けて考えようとし

ている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

生
涯
を
見
通
す 

 

１． 生涯発達 

 

 

２． 青年期の課題 

 

 

３． 目標をもって生きる 

a: 生涯発達の視点から各ライフ

ステージの特徴と課題につい

て理解している。 

自分らしく生きるために目標

を持ち、生活課題に対応した意

思決定を自分で行うことの大

切さや考え方を理解している。 

b:青年期の課題について理解し、

自分の生活と結び付けて考え、

その考えをまとめることがで

きている。 

c: 各ライフステージの特徴と課

題に関心を持ち、自分の人生や

進路について考えを深め、自分

の問題として捉え、具体的にま

とめている。 

定期考査  

ワークシート 

 

 

 

 

 

ノート 

 

ワークシート 

 

 

ノート 

 

 

ノート 

人
生
を
つ
く
る 

 

１． 人生をつくる 

 

 

２． 家族・家庭をみつめる 

 

 

３． これからの家庭生活と社

会 

a: 現代家族の特徴、家庭機能の

変化、家庭生活と社会のかかわ

りについて理解している。 

b: 家族・家庭と社会との関わり

についての課題を知り、その解

決をめざして思考を深め、文章

にまとめている。 

c: 積極的に家族･家庭と社会と

のかかわりを考えようとして

いる。 

定期考査  

人生スゴロク 

ワークシート 

 

ノート 

 

 

ノート 

 

ワークシート 

 

 

 

 

 

ノート 

衣
生
活
を
つ
く
る 

 

１． 衣服の機能と素材 

 

 

２． 被服実習 

a: 衣生活について正しい知識を

身に付けている。 

 基礎縫いの技術を身に付け、作

品を完成させることができる。 

b: 衣服の機能や素材を理解し、

実生活に関連させて考えるこ

とができている。 

気候や場面等 TPO に応じた適

切な選択ができる。 

c: 被服材料や構成についての学

習を実生活に関連させて、自ら

の課題として捉え、意欲的に授

業に取り組めている。 

定期考査 

 

 

 

作品提出 

 

ワークシート 

 

 

レポート 

 

ワークシート 

 

 

観察 

レポート 

自己評価 
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２
学
期 

子
ど
も
と
共
に
育
つ 

 

１． 命を育む 

 

 

２． 子どもの育つ力を知る 

 

 

３． 子どもの生活 

 

 

４． これからの保育環境 

a: 子どもの発達と保育について

理解し、家族・地域・社会の果

たす役割を認識するために必

要な知識を身につけている。社

会全体で子育てを支援する必

要性を認識し、子どもの権利と

福祉について理解している。子

どもの健やかな発達を支える

ために必要な技術を身につけ

ている。 

b: 児童虐待や育児不安など現代

の子育てに関する問題につい

ての事例を通して、原因および

解決について考えを深めよう

としている。子どもを取り巻く

環境の変化と子どもを育てる

意義、社会･地域・親の果たす

役割について考え、まとめたり

発表したりしている。 

c: 保育に関心を持ち、保育の重

要性や社会の果たす役割につ

いて考えようとしている。子ど

もを取り巻く環境や子育てに

おける課題に関心を持ち、課題

解決に向けて考えようとして

いる。  

定期考査  

ワークシート 

 

 

ワークシート 

ノート 

 

ワークシート 

絵本製作 

 

ノート 

レポート 

 

ワークシート 

 

 

 

 

 

観察 

ノート 

 

ノート 

レポート 
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食
生
活
を
つ
く
る 

 

１． 食生活の課題について

考える 

 

 

２． 食事と栄養・食品 

 

 

３． 調理の基礎 

 

 

４． これからの食生活 

a: 食生活を充実向上するために

必要な基礎的・基本的な技術

を、実習を通して身に付けてい

る。食事と健康との関わりにつ

いて理解している。 

b: 衛生面や栄養に関する学習を

実生活に関連させて課題を見

いだし、その解決を目指して思

考を深め、適切に判断し工夫し

創造する能力を身に付けてい

る。食生活をめぐる近年の事例

から、食生活の安全性や環境に

ついて思考を深めている。 

c: 自分や家族の食生活に関心を

持ち、食生活と健康のかかわり

を考え、意欲的に食生活の改

善・向上に努めようとしてい

る。食生活の安全と環境につい

て考えようとしている。 

定期考査 

 

 

 

 

 

 

 

調理実習 

 

ノート 

 

 

 

ワークシート 

 

 

レポート 

 

 

ノート 

 

 

ワークシート 

 

 

 

ノート 

 

 

レポート 

自己評価 

 

ノート 

 

３
学
期 

超
高
齢
社
会
を
共
に
生
き
る 

 

１． 高齢者の心身の特徴 

 

 

２． 高齢者の生活と福祉 

a: 高齢者の心身の特徴を理解し

ている。わが国の高齢化の状況

を理解し、家族・地域・社会の

果たす役割を認識するために

必要な知識を身につけている。 

b: 高齢者が尊厳を保ち、人生を

全うするためのケアの在り方

について考え、まとめている。 

 共生社会を実現するために、社

会の一員として何ができるか

を考えている。 

c: 実践的、体験的な活動を通し

て、高齢者に関心を持ち、学習

に取り組もうとしている。 

定期考査 

高齢者体験 

 

 

レポート 

 

 

ワークシート 

ノート 

 

レポート 
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経
済
生
活
を
営
む 

 

１． 消費生活と意思決定 

 

 

２． 購入と契約 

 

 

３． 消費者の権利と責任 

 

 

４． これからの経済生活 

a: 生活における経済行為、消費

者の権利と責任などについて

理解し、適切な意思決定に基づ

いて行動するために必要な基

礎的な知識を身につけている。

自立した消費者として、消費生

活に関する情報を整理し、自ら

の消費行動に活かすことがで

きる。 

b:消費行動における意思決定に

ついて具体的な事例を踏まえ

て主体的に考え、適切に判断で

きる。消費行動について自身の

生活と関連させて課題を見出

し、消費生活を築けばいいか考

え工夫している 

c: 生涯を見通した経済計画につ

いて関心を持ち、自立した消費

者として行動しようとしてい

る。消費生活における課題や消

費者の権利と責任について理

解しようとしている。適切な情

報の取捨選択や活用に関心を

持ち、消費行動における意思決

定の重要性について考えよう

としている。 

定期考査  

ワークシート 

 

 

ワークシート 

ノート 

 

ワークシート 

 

 

ノート 

 

 

 

 

 

ノート 

 

 

ノート 

 

 

ノート 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


